
大阪の２物件を運用

「サ付きファンド」組成学
　
研

Ａ
Ｉ
Ｐ
　

開
発
型
投
信

都
内
で
複
合
施
設
建
設

報
酬
改
定
で
診
療
効
率
低
下

中
医
協
　

高
齢
者
住
宅
の
医
療
　

議
論

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
高
齢
者
見
守
り

自治体などに提供

ド
コ
モ

介
護
事
業
、倒
産
増東京商工リサーチ調べ

報酬減など影響か

サ
付
き
住
宅
補
助

９
月

日
ま
で

東
京
都

更
に
４
物
件
の

組
み
入
れ
示
唆
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口
永
良
部
島
の
火
山
活

動
に
小
笠
原
で
の
地
震

と
、
国
内
で
自
然
災
害
が

続
い
て
い
る
。
高
齢
者
施

設
の
中
に
も
、
万
一
に
備

え
て
避
難
誘
導
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
再
確
認
や
食
糧
備
蓄

の
補
充
な
ど
を
改
め
て
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
災
害

が
発
生
す
る
と
、
ネ
ッ
ト

上
で
は
「
次
は
○
月
○
日

に
△
△
で
大
地
震
が
起
こ

る
」
「
今
日
、
地
震
雲
が

出
て
い
た
」
な
ど
何
の
根

拠
も
な
い
デ
マ
が
書
き
込

ま
れ
る
こ
と
も
多
い
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無

し
」
で
は
あ
る
が
、
こ
う

し
た
情
報
に
踊
ら
さ
れ
、

必
要
以
上
に
反
応
す
る
こ

と
が
、
大
き
な
混
乱
に
繋

が
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
。
他
人
の
命
を
預
か
る

介
護
事
業
者
・
医
療
機
関

だ
か
ら
こ
そ
、
多
数
の
情

報
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
取
捨
選
択
し
て
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

　
学
研
コ
コ
フ
ァ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東
京
都
品
川
区
）
、
玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
・
Ｇ
Ｃ
Ｍ
／
福
岡
市
）
、

環
境
不
動
産
普
及
促
進
機
構

（
以
下
・
Ｒ
ｅ
‐
Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
機
構
／
東
京
都
港
区
）
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
（
以
下

・
Ｄ
Ｂ
Ｊ
／
東
京
都
千
代
田
区
）
の
４
社
は
、
学
研
グ
ル
ー
プ
が
大
阪
市
内
で
運
営

す
る
大
型
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
２
棟
を
組
み
込
ん
だ
私
募
フ
ァ
ン
ド

「
コ
コ
フ
ァ
ン
ド
」
を
組
成
し
た
。

Ａ・バリー・
ハーシュフェ
ルド・Jr　　代表

▲タッグを組む学研ココファンＨＤ小早川社長（中央）ら

　
東
京
都
は
「
東
京
都
医
療

・
介
護
連
携
型
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
事
業
」

の
事
業
者
募
集
を
９
月

日

ま
で
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
医
療
事
業

所
と
介
護
事
業
所
を
併
設

し
、
住
宅
内
で
提
供
さ
れ
る

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
医
療

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主

体
が
互
い
に
連
携
し
て
効
果

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
サ
付
き
住
宅
を
新
規
ま
た

は
改
修
に
よ
り
整
備
す
る
場

合
に
、
整
備
費
の
一
部
に
つ

い
て
補
助
す
る
も
の
。
補
助

額
は
、
整
備
す
る
医
療
・
介

護
事
業
所
の
種
類
に
よ
り
異

な
る
。

　
募
集
要
項
や
審
査
基
準
な

ど
の
関
係
書
類
は
都
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
。

　
問
い
合
わ
せ
は
都
福
祉
保

健
局
高
齢
社
会
対
策
部
在
宅

支
援
課
ま
で
。

　
組
み
込
ん
だ
２
物
件
「
コ

コ
フ
ァ
ン
桜
川
」
「
コ
コ
フ

ァ
ン
城
東
」
は
昨
年
大
阪
の

医
療
法
人
気
象
会
よ
り
学
研

グ
ル
ー
プ
が
取
得
し
た
も
の

で
、
と
も
に
鉄
骨
造
で
居
室

数
は
そ
れ
ぞ
れ
１
８
８
室
と

２
０
５
室
。
学
研
は
こ
れ
に

よ
り
新
た
な
資
金
を
調
達
、

及
び
財
務
指
標
を
改
善
し

た
。
さ
ら
に
学
研
が
保
有
す

る
４
物
件
・
１
０
０
億
円
程

度
も
流
動
化
し
、
同
フ
ァ
ン

ド
に
組
み
入
れ
る
可
能
性
も

示
唆
し
た
。

　
６
月
１
日
に
行
わ
れ
た
記

者
会
見
で
学
研
コ
コ
フ
ァ
ン

Ｈ
Ｄ
の
小
早
川
仁
社
長
は

「
政
府
は
成
長
戦
略
で
ヘ
ル

ス
ケ
ア
リ
ー
ト
を
推
進
し
て

い
る
が
実
際
に
は
課
題
も
多

い
。
そ
う
し
た
課
題
を
当
フ

ァ
ン
ド
で
解
決
し
、
デ
フ
ァ

ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
目
指
す
」
と

話
し
た
。

　
ま
た
、
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
う
Ｇ
Ｃ
Ｍ
の

松
尾
正
俊
社
長
は

「
不
動
産
に
資
金

が
集
ま
る
こ
と

と
、
良
質
な
ヘ
ル

ス
ケ
ア
施
設
の
運

営
と
い
う
の
は
別

の
話
。
そ
れ
を
金
融
サ
イ
ド

は
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
、
逆
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は

資
本
市
場
か
ら
お
金
を
調
達

す
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は

小
早
川
社
長
と
共
通
認
識

だ
。
当
社
と
し
て
は
社
会
的

意
義
の
あ
る
こ
の
事
業
を
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
後

押
し
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
な
お
、
耐
震
・
環
境
性
能

を
有
す
る
良
質
な
不
動
産
促

進
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
Ｒ
ｅ
‐
Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
機
構

が
、
サ
付
き
住
宅
な
ど
を
組

み
込
ん
だ
フ
ァ
ン
ド
に
出
資

す
る
の
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス

だ
と
い
う
。

▲建物イメージパース

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
特
化

し
た
不
動
産
投
資
フ
ァ
ン
ド

の
組
成
・
運
用
を
行
う
Ａ
Ｉ

Ｐ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
都
港
区
）
は
、
既

存
物
件
を
取
得
す
る
の
で

は
な
く
、
自
身
で
新
規
開

発
し
た
物
件
を
組
み
入
れ

る
開
発
型
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ

ァ
ン
ド
を
組
成
し
た
。

　
こ
の
物
件
は
、
東
京
都
中

央
区
で
２
０
１
７
年
５
月
に

開
設
予
定
。
地
上
９
階
建
て

で
、
４
階
か
ら
９
階
は
ニ
チ

イ
ケ
ア
パ
レ
ス
が
運
営
す
る

１
０
０
室
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
と
な
る
。
３
階
は
ク
リ
ニ

ッ
ク
モ
ー
ル
、
１
階
・
２
階

は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

入
居
す
る
予
定
。
総
事
業
費

は
約

億
円
。

　
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
施
設

は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
に
比

べ
１
棟
当
た
り
の
規
模
が
小

さ
い
た
め
、
フ
ァ
ン
ド
の
資

産
規
模
の
拡
大
が
難
し
い
と

い
う
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
既
存
物
件
の
取
得
で

は
、
東
京
都
心
部
な
ど
競
争

力
の
高
い
場
所
の
物
件
を
組

み
込
む
こ
と
も
困
難
で
す
。

し
か
し
、
自
身
で
開
発
す
れ

ば
好
み
の
場
所
に
好
み
の
規

模
で
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
理
想
的
な
投
資
方
法
と

い
え
る
で
し
ょ
う
」
（
Ａ
・

バ
リ
ー
・
ハ
ー
シ
ュ
フ
ェ
ル

ド
・
Ｊ
ｒ
代
表
）

　
こ
の
物
件
の
運
用
を
目
的

と
し
て
新
規
に
組
成
し
た
私

募
フ
ァ
ン
ド
に
組
み
込
む
。

数
年
間
運
用
し
、
経
営
が
安

定
し
た
と
こ
ろ
で
同
社
が
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
手
掛

け
る
上
場
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ

ン
ド
で
あ
る
日
本
ヘ
ル
ス
ケ

ア
投
資
法
人
な
ど
へ
の
譲
渡

を
検
討
す
る
。

　
大
手
信
用
調
査
機
関
の
東

京
商
工
リ
サ
ー
チ
（
東
京
都

千
代
田
区
）
は
５
月

日
、

２
０
１
５
年
１
月
か
ら
４
月

の
老
人
福
祉
・
介
護
事
業
の

倒
産
状
況
を
発
表
し
た
。

　
同
期
間
の
倒
産
件
数
は
前

年
同
期
比

・
１
％
増
の


件
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
内

訳
は
、
訪
問
介
護
が

件
、

通
所
・
短
期
入
所
が

件
。

ま
た
負
債
５
０
０
０
万
円
未

満
の
倒
産
が

件
と
前
年
同

期
か
ら
２
倍
以
上
に
増
加
し

て
お
り
、
中
小
事
業
者
の
倒

産
が
増
え
て
い
る
。

　
倒
産
原
因
は
販
売
不
振

（
業
績
不
振
）
が

件
で
最

多
。
以
下
、
事
業
上
の
失
敗

の

件
、
他
社
倒
産
の
余
波

の
４
件
の
順
。

　
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
で

は
、
「
慢
性
的
人
手
不
足
、

他
業
界
か
ら
の
新
規
参
入
に

よ
る
競
争
激
化
で
小
規
模
事

業
者
を
中
心
に
息
切
れ
を
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
今
年
４
月
の
介
護

報
酬
改
定
が
マ
イ
ナ
ス
改
定

に
な
っ
た
こ
と
で
、
経
営
へ

の
打
撃
が
大
き
い
」
と
分
析

し
て
い
る
。

　
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
（
中
医
協
）
が
５
月

日

開
催
さ
れ
、
高
齢
者
住
宅
に

お
け
る
在
宅
医
療
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
厚

労
省
は
、
昨
年
４
月
の
診
療

報
酬
改
定
の
結
果
、
高
齢
者

住
宅
で
同
一
建
物
に
複
数
の

患
者
が
い
る
場
合
で
も
、
個

別
に
患
者
を
訪
問
す
る
効
率

性
の
低
い
診
療
が
実
施
さ
れ

て
い
る
実
態
を
示
し
た
。

　
昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
同
一
建
物
の
在
総
管
・

特
医
総
管
が
大
幅
に
引
き
下

げ
と
な
っ
た
が
、月
２
回
の

訪
問
診
療
の
う
ち
１
回
は
同

一
建
物
で
１
人
の
み
診
療

（
個
別
訪
問
）す
れ
ば
減
算
対

象
と
し
な
い
例
外
規
定
が
設

け
ら
れ
た
。
厚

労
省
で
は
、
こ

う
し
た
個
別
訪

問
は
末
期
が
ん

患
者
な
ど
重
症

患
者
を
対
象
に

実
施
さ
れ
る
と

想
定
し
て
い
た

が
、
実
際
に
は

減
算
を
避
け
る
た
め
、
症
状

の
程
度
に
関
係
な
く
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
ま

た
、
そ
の
結
果
と
し
て
医
師

の
移
動
時
間
が
か
か
る
な
ど

の
診
療
の
効
率
性
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

▲画面のイメージ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
（
東
京
都
千

代
田
区
）
は
６
月
１
日
よ
り
、

法
人
や
地
方
自
治
体
に
向
け
、

高
齢
者
向
け
見
守
り
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン「
お
ら
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
」

の
提
供
を
開
始
し
た
。

　
こ
れ
は
、
法
人
や
自
治
体
が

高
齢
者
に
向
け
、
日
常
生
活
に

係
る
情
報
や
災
害
情
報
な
ど
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
内
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
提
供
す
る
も

の
。
血
圧
や
歩
数
な
ど
を
入
力

す
る
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
用
い

れ
ば
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
や

安
否
な
ど
を
簡
単
に
把
握
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
高
齢
者
の

安
否
確
認
は
、
自
治
体
の
職
員

や
医
療
従
事
者
な
ど
が
個
別
に

訪
問
し
た
り
、
連
絡
し
た
り
す

る
も
の
が
多
く
、
移
動
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
時
間
が
か
か
る

な
ど
し
て
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
大
き

く
軽
減
さ
れ
ま
す
」
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
）
。

　
実
用
化
に
当
た
っ
て
は
２
０

１
３
年

月
か
ら
１
年
半
に
わ

た
り
、
長
野
県
大
町
市
、
同
天

竜
村
の
両
自
治
体
と
、
延
べ
１

０
０
人
の
住
民
に
試
作
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
渡
し
、
モ
ニ
タ
ー
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
「
１
回
の
タ
ッ
プ
の
時
間
が

長
い
高
齢
者
の
特
徴
を
考
え
、

長
め
の
タ
ッ
プ
で
あ
っ
て
も
シ

ン
グ
ル
タ
ッ
プ
と
し
て
動
作
す

る
よ
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

修
正
」
「
手
書
き
入
力
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
縦
書
き
に
変
更
」
な

ど
の
修
正
を
行
い
、
高
齢
者
が

使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し

た
。
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